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　工一131－M工BG
交感神経遮断薬であるguanethidineの放射性ヨード

標識アナローグであり、1980年にミシガン大学のWI

ELANDらによつて開発されたものである。

　1981年、siss。nらはエー131－MエBGによるシンチ

グラフイーが良性．悪性・副腎内外の褐色細胞腫の検

出に有用であることを報告した。この方法は、安全で

特異性が高く、非侵襲的である。

　弊社では、固相による同位体交換反応を用いる標識

方法により、反応率95％以上を得るエー131－MエBG
の製造方法を確立し、さらに成分．含量及び安定性等

の基礎検討を行つた。また、MエBGの急性毒性試験

の結果、低毒性である事が確認され、さらにエー131－

MエBGのラツト体内分布試験により被曝線量も低く
、安全性が高いと推定された。

　現在、臨床治験中である。

　放射性薬剤工一131－MlBGの開発
井上　実、押井哲夫、中沢信彦、伊藤隆之、

小川　弘（第一ラジオアイソトープ研究所）

前田　稔、小嶋正治（九大　薬学部）

　　　　　　（metaiodobenzylguanidine）は、
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56　　D－［1－c－ll］グルコースの瀞舌規化学合成

法について
　　名田雅夫（東北大抗研薬理）　松沢大樹，

　阿部由直，伊藤正敏（東北大抗研放）

　井戸達雄，行渡喜一，今堀良夫（東北大サイクロ）

　陽電子放出核糖で標識したD一グルコースの合成

研究は、医学利用のために非常に注目をあびてい

る。今回、表題化合物の新規合成法が出来たので

報告する。

　D一アラピノースとシアン化カリをアルカリ存在

下、10分間加熱し、陽イオン交換樹脂カラムを通

し、減圧下加熱乾週させ、ラクトン体にする。次

いでTHF懸濁液にして、ジボランで10分聞加熱環流

し、還元反応を行う。過剰のジボランを水で分解

し、イオン性物質を遅滞樹脂で除去し、HPLCで目

的化合物を分離、精製する。コールド体のD一グル

コースの収率は17％（シアンから）であった。

　［C～11］シァンから、D－［1－C－11］グルコースを

上記の合成法で合成した．，放射化学的収率は約10

9bであり、その純度は95％以上であった。

　本合成法は、用いられる装置と操作は比較的簡

単なものであるので、D－［1－C－11］グルコース合成

の白動化には容易に応用出来るものと考える、

57　　1－Cl1－Glu・。seの合成とその体内動態

　佐治英郎、間賀田泰寛、徳井太郎、米倉義晴

　横山　陽、烏塚莞爾　　（京大医、薬）

　田中　明、西原善明、飯尾真弓　（住友重機械）

　山下恭平　　（東北大農）

58　　　【F．18】＾。。F法‘・よる【F－18】FDG自動合成装置

の性能

　　中西博昭、：門間稔、寧石渡喜一、寧岩田錬、

　　　＊井戸達雄、西山力（島津製作所、塞東北大

　　サイクロ）

　Fl8－FDGは脳、心■などにおける糖代謝の評価のため

に広く用いられているが、この化合物は膜柏送や酵素反応

などの挙動において、giucoseと完全には一致しないので

糖代謝率の定量的解析には補正を必要とする。従って、こ

のような問題のないCll－gluc。soの利用が望まれている．

また従来のCll－glucoseの合成は生合成で行われるので、

非放射性物質の混入の可能性などの点から、特に化学合成

法に興味がもたれている。

　そこで、今回Kiliani－Fischer法、即ちarabin。s8にC

11－NaCNを付加し、常圧下100℃、ギ酸とラネー合金で

還元するという方法により合成し、放射化学的純度99％

以上の1－Cll－glucoseを、合成時間50分、放射化学的収

率5～10％で得た。この1－C11－gluc。s8をマウスに静注

し、その体内動態を検討したところ、投与直後より脳に高

い取り込みが認められた．また同時に合成される1－C11－

mannoseにも高い脳への取り込みが認められたが、その取

り込み速度は相違するため、脳における糖代謝率の評価に

おいてsluc。s8の純度の重要性が示唆された。

最近開発された【F－18】AcOFによる【F－18】FD6の合成法

は、手順が簡単で（F－18】FDMの混入率も少なく、自動

合成に適している。そこで【F－18】AcOF法による【F－181

FOG自動合成装置の性能について調べた。

　本装置は、【F－18】AcOFの付加反応、酸加水分解、生

成物の精製の3行程から成っており、液面レベル、温

度、放射能の各センサ、ウオブリングエバボレータ、

無菌コック駆動装置をマイコンにより制御し、臨床用

ルーチン製造に適するよう簡便な操作で、無菌、パイ

ロジェンフリーの【F－18】FOGが得られるよう工夫した。

　その結果、合成に要する時間は照射終了後50分以

内、放射化学的純度97％以上、放射化学的収率20

～ 25％で、再現性良く【F－18】FDGを自動合成するこ

とができた。また、本装置はIF－18】AcOFの付加反応を

利用できる他の化合物の製造にも応用でき、2－d・。xソ

ー 2－fLuere－L－fuc。s●や肝機能検査の診断薬である2－

d●exv－2－fLuere－D－gaLectos●も製造できる。なお、本

装置は東北大に於いて、【F－・18】FDGと【F－18】FdGetのル

ー チン製造に使用されている。
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